
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に

　　
「
は
い
、き
く
ち
～
」。
明
る
い

掛
け
声
と
と
も
に
笑
顔
で
写
真

に
写
る
の
は
、菊
池
市
在
住
の
外

国
人
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー「
せ
か
い
か
い
ぎ
」の
メ

ン
バ
ー
た
ち
。
こ
の
日
は
菊
池
女

子
高
校
の
文
化
祭
に
出
店
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
郷
土
料
理
を
販

売
し
ま
し
た
。

　

特
に
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
揚
げ

春
巻
き
が
好
評
で
、約
1
時
間
後

に
は
完
売
。「
他
国
の
文
化
に
触

れ
る
良
い
機
会
だ
っ
た
」と
話
す

来
場
者
も
い
て
、異
文
化
へ
の
理

解
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
菊
池
市
立
中
央
図
書
館
で
は
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）が
掲
げ
る『
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
』と
い
う
理
念
に
基
づ
き
、

多
文
化
共
生
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、図
書

館
支
援
専
門
員
の
小こ

堀ぼ
り

久ひ
さ

男お

さ

ん
。
菊
池
市
内
の
外
国
人
人
口
は

増
え
続
け
て
お
り
、昨
年
末
は
約

1
2
0
0
人
。
そ
の
多
く
は
、
ア

ジ
ア
圏
域
か
ら
の
技
能
実
習
生

で
す
。

　

同
図
書
館
で
は
雇
用
側
と
実

習
生
側
の
双
方
か
ら「
日
本
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
」

と
い
う
声
を
聞
き
、市
内
在
住
外

国
人
向
け
の「
に
ほ
ん
ご
教
室
」

を
令
和
2
年
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
地
域
交
流
を
中
心

と
し
た「
に
ほ
ん
ご
カ
フ
ェ
」や

外
国
人
主
体
で
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
運
営
す
る「
せ
か
い
か
い
ぎ
」

を
発
足
し
、多
文
化
共
生
サ
ー
ビ

ス
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
人
か
ら
は『
国
籍
に

関
係
な
く
、そ
の
人
自
身
と
接
す

る
よ
う
に
な
っ
た
』と
い
う
声
も

　出生率の低下で全国的に外国
人労働者の需要が高まる中、県
内でも外国人との多文化共生社
会を目指す努力が求められてい
ます。
　多文化共生社会は、法整備な
どの公共性、そして周囲の人々
とのつながりで生まれる親密性
で成り立つもの。日本へやって
来て、言葉が通じない中で仕事
をし、孤独を感じている外国人を
ケアするためには、その両方を
充実させていく必要があります。　

　しかし、現状は外国人労働者が、
まるで透明人間のように認識さ
れてしまっています。外国人労働
者は社会のさまざまな場所で仕
事を担い、彼らがいなければ私た
ちは生活できないほどです。
　そんな外国人労働者を、社会
の一部を担う大事な存在で一人
の人間として認識し、心を寄せる
ことから共生は始まります。県民
一人一人がそれを意識し実践す
ればお互いに成長でき、生活を
より豊かにできます。

INTERVIEW 多 文 化 共 生 に向けて必要なこと

熊本県市町村広報担当者による
合同特集

熊本学園大学 外国語学部

申
シン

明
ミン

直
ジョク

教授

各
地
で
進
む
多
文
化
共
生

聞
き
ま
す
」と
小
堀
さ
ん
。
共
に

考
え
尊
重
し
な
が
ら
、多
文
化
共

生
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
住
む
外
国
人
は
年
々

増
加
傾
向
で
す
。
熊
本
県
も
例

外
で
は
な
く
、県
内
の
在
留
外
国

人
は
令
和
5
年
6
月
末
時
点
で

2
万
2
3
1
8
人
と
過
去
最
多

を
更
新
。
10
年
前
と
比
べ
2
倍
以

上
に
増
え
ま
し
た
。

　

国
籍
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
が
最

も
多
く
、中
国
、フ
ィ
リ
ピ
ン
と

続
き
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
が
多

く
、技
能
実
習
生
の
増
加
や
台
湾

積
体
電
路
製
造（
T
S
M
C
）
の

進
出
な
ど
の
影
響
か
ら
、今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
県
内
で
は
増
え
続
け
る
外
国
人

と
共
に
多
文
化
共
生
を
進
め
る
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。国

際
化
を
進
め
る
た
め
、八
代
市
で

は
令
和
３
年
に「
や
つ
し
ろ
国
際

協
会
」を
設
立
。阿
蘇
市
や
合
志

市
で
も
令
和
５
年
に「
多
文
化
共

生
連
絡
協
議
会
」を
発
足
し
、外

国
人
と
日
本
人
が
豊
か
に
共
生
で

き
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
公
表
し
た
令
和
5
年
度
の

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も

多
文
化
共
生
を
前
向
き
に
と
ら

え
る
人
が
多
く
、半
数
を
超
え
る

52
・
8
㌫
の
人
が
外
国
人
と
と
も

に
地
域
で
暮
ら
す「
多
文
化
共
生
」

を「
望
ま
し
い
」「
や
や
望
ま
し
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
あ
ま
り
望
ま
し
く

な
い
」「
望
ま
し
く
な
い
」と
回
答

し
た
人
も
8
・
8
㌫
い
て
、そ
の

理
由
の
多
く
は「
治
安
の
悪
化
」

や「
文
化
の
違
い
か
ら
起
こ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
心
配
」な
ど
と
い
っ
た

も
の
で
し
た
。

　

私
た
ち
日
本
人
を
含
め
、み
ん

な
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
は
、一

丸
と
な
っ
て
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多文化共生の現在地
昨年6月末の時点で日本に在留する外国人は過去最多320万人。
熊本でも2万人を超え、10年前と比べて2倍以上に増加しています。
今回は、県内で進む地域に暮らす外国人住民との交流や、新たな
多文化共生の取り組みを紹介します。

熊本県市町村広報担当者による
合同特集

熊本県内で暮らす外国人の数は
どれくらい増えているの？DATA1

どんな国から来ているの？DATA2

多文化共生社会への県民の意識は？

望ましくない・あまり望ましくない

DATA3

図書館支援専門員

小
こ

堀
ぼり

久
ひさ

男
お

さん

菊池女子高校の文化祭に出店した「せ
かいかいぎ」

増
加
す
る
外
国
人
労
働
者

他
国
の
文
化
に
触
れ
る

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

カンボジア

その他

望ましい・やや望ましい どちらでもよい
52.8％ 38.4％ 8.8％

菊池市で暮らす外国人が主体となって企
画・運営を行う「せかいかいぎ」のメンバー

5 42024 March広報きくち2024 March広報きくち



防災マップを見ながら避難経路を確認

外
国
人
も
日
本
人
も
　
　
　
　

同
じ
社
会
を
築
い
て
い
く
仲
間

熊
本
市
国
際
交
流
振
興
事
業
団
で
は
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
講

座
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
を
務
め
る
勝か

つ

谷や

知と
も

美み

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

理
解
の
一
歩
は
知
る
こ
と
か
ら

　

私
た
ち
は
、自
治
体
の
外
国
人

向
け
日
本
語
教
室
や
協
議
会
立

ち
上
げ
の
支
援
な
ど
を
し
て
い

ま
す
が
、イ
ベ
ン
ト
や
日
本
語
教

室
は
あ
く
ま
で“
き
っ
か
け
”で
す
。

大
切
な
の
は
参
加
者
の
外
国
人

と
日
本
人
が
つ
な
が
る
こ
と
。
つ

な
が
り
が
で
き
れ
ば
、次
は
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、悩

み
ご
と
を
相
談
し
た
り
、災
害
時

に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、共
生
社
会
に
近
づ
い

て
い
き
ま
す
。

　

日
本
人
向
け
の
講
座
で
は
、そ

の
地
域
に
ど
ん
な
国
の
人
が
ど

れ
く
ら
い
い
る
の
か
、ど
ん
な
文

化
や
宗
教
が
あ
る
の
か
な
ど
を

伝
え
て
い
ま
す
。
知
る
こ
と
は
理

解
へ
の
第
一
歩
。
知
ら
な
い
文
化

だ
か
ら
と
恐
れ
た
り
偏
見
を
持
っ

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、正
し
く

知
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
人
た
ち
が
熊
本
に
来
て
暮
ら
し

始
め
た
と
き
、言
葉
や
文
化
の
違

い
は
つ
き
も
の
。
一
度
の
説
明
で

伝
わ
ら
な
い
と
き
は
、言
い
方
や

説
明
を
変
え
て
み
る「
や
さ
し
い

日
本
語
」で
話
し
掛
け
る
、翻
訳

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
す
。

　

県
内
の
人
口
は
減
少
し
て
い

て
、外
国
人
が
不
足
す
る
働
き
手

を
担
っ
て
い
る
一
面
も
あ
り
ま
す
。

“
同
じ
地
域
に
住
む
対
等
な
住
民

で
あ
り
、お
互
い
が
同
じ
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
仲
間
”と
し
て
接
し
、

良
い
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
近
く
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
が

い
た
ら
、ぜ
ひ
あ
い
さ
つ
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
近
所
付
き
合
い

と
同
じ
で
、あ
い
さ
つ
や
世
間
話

か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
す
よ
。　

熊
本
県
に
住
む
仲
間
と
し
て

「やさしい日本語」による対話が必要

熊本県市町村広報担当者による
合同特集

　長洲町の外国人人口は総人口の約５％で、そのうち
約90％は技能実習や特定技能の在留資格を持つ人で
す。長洲町では、外国人と日本人が日本語で交流する

「長洲みんなでにほんごひろば」が開催され、長洲町
地域日本語教室等サポーターとして参加しています。　　
　昨年は J

ジャイカ

ICA（国際協力機構）熊本との共同事業で
「やさしい日本語」を使った外国
人向けの防災イベントを実施。
参加者の多くが避難情報を理解
できたようでした。
　外国人との交流時には先入観
を捨て、相手に興味を持つこと
が重要です。「やさしい日本語」
を使って話すことが、お互いの理
解を深める鍵となるのではない
でしょうか。

異文化理解講座でメキシコの伝統文化
「死者の日」を学ぶ子どもたち

　

そ
し
て
、何
気
な
い
会
話
の
中

に
隠
れ
て
い
る
外
国
人
の
困
り

事
を
見
つ
け
た
ら
、県
や
自
治
体
、

私
た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

長洲みんなでにほんごひろば

やさしい日本語に
　  言い換えると…

「やさしい日本語」には「こうすれば必ず理解してもらえる」という決まった答えはありません。
相手を思いやり、易しい言葉と「分かりやすく伝えよう」とする優しい気持ちで使ってみましょう。

外国人のための相談窓口

長
洲
町

外国人が地域になじむ手助けをしたい
　水俣市では「みなもんくらぶ」を毎月１回実施してい
ます。市内で生活する外国人技能実習生が日本人ボ
ランティアサポーターと一緒に、体験活動を通して日
本語や地域での暮らし方などを学び、地域になじんで
生活していくことが目的です。日本語や日本の文化に
ついて「失敗しても大丈夫」と前向きな気持ちで安心
して学べる場所を目指して
います。　 
　参加者はそれぞれ国籍も違え
ば文化も違います。しかし、日本
語をもっと話せるようになり、水
俣市での生活を楽しくしたい気
持ちは同じです。これからも地
域住民との交流を通して外国人
たちがうまく地域で生活できる
サポートをしていきます。

地域の和太鼓演奏グループと一緒に演奏体験

水俣市国際交流推進員
ブレスリン・

ジェフリーさん
（オーストラリア）

みなもんくらぶ

水
俣
市

飲食はご遠慮ください

飲んだり食べたり
しないでください

CASE2
大事なものは自分で
持っていてください

貴重品は自己管理してくださいCASE3出身はどちらですか？

あなたはどの国から
来ましたか？

CASE1

リーダー

竹
たけ

本
もと

 薫
かおる

さん
（長洲町）

でんわ　☎ 096（359）4995
ばしょ　熊本市国際交流会館２階

でんわ　☎ 080（4275）4489
ばしょ　県庁本館８階

広がる、多文化共生の
「見た目が違うから…」「言葉が通じないから…」。このような理由で
外国人と関わることを避けていませんか。きっとそれは相手も同じ
かもしれません。大切なことはお互いに歩み寄ることです。
多文化共生社会の実現に向けて取り組む２団体を取材しました。

輪

　熊本県外国人サポートセンター

　熊本市外国人総合相談プラザ

（一財）熊本市国際交流振興事業団

勝
かつ

谷
や

知
とも

美
み

 事務局長　

や さ し い 日 本 語

　簡単な単語や文法を使用するなど、日本語が得意ではな
い外国人住民でも理解できるように配慮した日本語のこと。
　阪神・淡路大震災の時に、外国人住民に避難情報や支援
情報を十分に届けられなかったことを教訓に「やさしい日
本語」が広がっていきました。

一番の心得は「はさみの法則」

「はっきり言う」 口をあけて発音する１

「さいごまで言う」文末まできちんと話す２

「みじかく言う」 短く簡潔に伝える３

WHAT IS

7 62024 March広報きくち2024 March広報きくち


